
タイ語もタイのこともよく知らないのですが、大丈
夫でしょうか？Q
ほとんどの学生が、入学してからタイ語の学習をスタートします。最初は
タイのことをよく知らなくても、学んでいくうちに興味をもち、どんどん好
きになる学生がたくさんいます。A

課題が多いと聞きましたが、
部活やサークル活動をすることは可能ですか？Q
確かに課題は多いですが、学生は上手に時間を使いながら部活やサーク
ル活動にも励んでいます。A

タイ語専攻で、
英語はどれくらい勉強できるのでしょうか？Q
タイ語専攻は、英語も同じ比重で学ぶダブルメジャーの専攻です。SALC
やMULCなどの学習施設を利用しながら、両方の語学力を養うことがで
きます。A

留学したいのですが、
どのくらいの人がタイに留学しますか？Q
クラスの半数程度の人がタイに長期留学します。また、ほとんどの学生
が長期休暇中に実施される3 週間の海外短期研修に参加しています。A
卒業後はタイに関係するところに
就職する方が多いですか？Q
必ずしもタイに関係するというわけではありませんが、やはり英語のほか
にもう1言語話せるということは有利になるようです。通訳や警察官など、
タイ語能力を必要とする職種での採用も増えています。A

日本語での授業はありますか？Q
読み書きや文法の授業は日本語です。その他、専門科目である学科・専
攻指定研究科目は日本語で行われるものが多数あります。A

あなたのギモンを解決 Q&A

必修科目と選択必修科目
（）内は単位数

基盤教育科目（6）は必修科目、学科・専攻指定研究科目（18）は必修・選択必修科目、演習科目（4）は選択必修科目として履修する。

必修

英語科目

Freshman EnglishⅠ・Ⅱ（ML）（4）
アカデミック英語Ⅰ・Ⅱ（4）

4年次1年次

地域
言語
科目

必修

選択
必修

タイ語総合（8）タイ語基礎Ⅰ・Ⅱ（10） タイ語基礎Ⅲ・Ⅳ（10）

─

2年次 3年次

Effective Language Learning Course1・2（各1）  Effective Learning Module1・2（各1）  ビジネス英語Ⅰ・Ⅱ（各2）  時事英語Ⅰ・Ⅱ（各2）  
Language Lab（1）  Oral Communication（1）  TOEIC®500演習（1）

TOEIC® 600演習（1）  TOEIC® 700演習（1）  TOEIC® 800演習（2）  TOEIC® 900演習（2）から2単位

選択
必修

Sophomore EnglishⅠ・Ⅱ（ML）（4）
Media EnglishⅠ・Ⅱ（ML）（4）

─ タイ語応用Ⅰ、Ⅱ（いずれか2）

English for Multicultural Communication（4）

今後の成長が見込まれるタイで、
ビジネスができるレベルの語学力を養う

　タイを含む ASEAN（東南アジア諸国連合）の10カ国は、2015年
末にAEC（ ASEAN 経済共同体）を発足させ、経済面においての一
体化をさらに進めています。これにより、特に経済発展が加速するタ
イには海外企業の進出がさらに増え、世界的にタイにおけるビジネス
の重要性はより増していくでしょう。タイ語を学ぶ人には、こうした世
界と東南アジアの関係性を踏まえ、広い視野でタイ語やタイ社会につ
いて学んでほしいのです。

読み書きが難しい言語
　タイ語は欧米語とは異なる書記体系を持つため、日常会話は簡単
ですが、読み書きは難しい言語です。しかし、タイ語の新聞や本を読み、

毎日少しずつでもタイ語にふれることで、卒業研究に取り組むための
文献講読も可能になります。難易度の高い言語を努力して習得する
経験により、社会に出て役立つ判断力や問題解決力が身につくでしょう。

背景を知ることの重要性
　言語習得では、その言語の裏にある背景を知ることがとても重要です。
タイ人はおおらかで話し好きな半面、思ったことをストレートに主張します。
そうしたタイ人の気質やその背景にある文化・歴史を知らなければ、
タイ語をより深く理解することは難しいでしょう。タイ語の習得と異文
化教養を深めることで、将来、日本とタイの懸け橋として活躍すること
が、大いに期待されているのです。

外国語学部

アジア言語学科  タイ語専攻
THAI MAJOR / DEPARTMENT OF ASIAN LANGUAGES

　アジア言語学科のインドネシア語、ベトナム語、
タイ語専攻は同じカリキュラムの形式をとっており、
東南アジア地域言語と英語を同じ比率で学びます。
1年次には地域言語を週5回、英語を週4回、必修
科目として履修します。
 「タイ語基礎」では、タイ語の文字と発音を一つず
つ覚えるところから始めます。タイ人教員の授業で
は、旅行先や病院など、いろいろなシチュエーショ
ンで使われるタイ語にふれながら、実践的な力を身
につけていきます。

▶１年次（前期）

　3年次の地域言語科目は「タイ語応用」（3・4年
選択必修）と、「タイ語総合」（3・4年必修）を履修
します。
　実践的な授業を通し、2年次修了時までに会話力
と文化理解を深めます。「タイ語総合」は、内容の異
なる授業が複数開講されており、民話、ビジネス会話、
手紙・メール、観光案内、討論、雑誌講読など、扱う
テーマは多岐にわたり、語学力と教養を同時に身に
つけていきます。
　英語必修科目「English for Multicultural Communi-
cation」は、他言語専攻の学生と混合クラスで週2回
行われます。内容の異なる授業が複数開講されてお
り、学びたいテーマの中から選択します。

▶３年次（前期）

Mon Tue Wed Thu Fri Sat

1時限 
9:00 -10:30 タイ語基礎Ⅰ (b) Freshman

EnglishⅠ(ML)
アカデミック
英語Ⅰ

2時限
10:40-12:10 タイ研究入門 タイ語基礎Ⅰ(c) 体育・スポーツ

3時限
13:10-14:40 タイ語基礎Ⅰ(a) 東南アジア

政治経済論Ⅰ
アカデミック
英語Ⅰ タイ語基礎Ⅰ (d) タイ語基礎Ⅰ (e)

4時限
14:50-16:20

Freshman
EnglishⅠ(ML)

5時限
16:30-18:00

オンデマンド：◆  基礎演習Ⅰ　■ アジア研究入門

必修・選択必修   ●＝地域言語科目   ▲＝英語科目   ■＝研究科目   ◯＝演習科目

Mon Tue Wed Thu Fri Sat

1時限 
9:00 -10:30

2時限
10:40-12:10 タイ語総合-1 哲学Ⅰ

3時限
13:10-14:40 東南アジア史Ⅰ タイの文化・芸術 タイ語総合-2

Topics in 
Language and
Culture

4時限
14:50-16:20

English for 
Multicultural 
Communication

タイ語応用Ⅰ
English for 
Multicultural 
Communication

5時限
16:30-18:00 研究演習 文化について

考える

必修・選択必修   ●＝地域言語科目   ▲＝英語科目   ■＝研究科目   ◆＝基盤教育科目

●

▲

●

■

■

●

▲

▲

●

▲

●

●
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▲
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●
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タイ語専攻モデルカリキュラム

技能別語学到達目標 

書く

検定等

理解する

話す

読む

聞く

やり取り

発表

タイ語

・ 公文書を含む書類や一般の書籍・新聞などを読んで内容を適切に理解することができる。
・ さまざまな文献から情報収集し、自分なりに分析できる。

・ 相手の意図を正確に解釈し、誤解なく意思疎通できる。
・ 会議など公式的な場で、発表や話し合いの内容を無理なく聞き取れる。

・ 場面や相手との関係性などを考慮し、発話状況に即した話し方ができる。

・ 公文書を含む書類や日常生活に必要な書類の文面をそれぞれの用途に応じて正確に書くことができる。
・ 相手のことを配慮した書き方ができる。

・ チュラロンコン大学シリントン・タイ語研究所のタイ語能力試験(CUTFL)C1を目指す
・ CEFR B1-B2レベル相当

・ 明瞭な発音で、誤解を与えない話し方ができる。
・ 面接や会議などの公式的な場で、論理的に発言できる。

4241


